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　ヒメスギラン　ヒカゲノカズラ科
　Lycopodium chinense Christ

鳥取県：絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)

環境省：－

　スギラン　ヒカゲノカズラ科
　Lycopodium cryptomerinum Maxim.

鳥取県：絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)

環境省：絶滅危惧ⅠB類 (EN)

■選定理由　局限・孤立，遺存性，希少性。
■生態･形態　ブナ帯域に生育する北方性の小形の常緑性シダ植物。ブナ林の林床や岩上，時に樹上下部に生育する。茎
は又状に数回分枝し，頂端に芽体をつける。葉は針状披針形，基部が最大，長さ約5mm，幅1mm以下。胞子葉は茎の上部
葉腋につき，穂状にはならない。樹上着生のスギランと類似するが，地上生の場合が多く，葉は細く針状である。
■分布　北海道，本州，四国，九州。
（県内）氷ノ山。
■保護上の留意点　採取防止。ブナ帯の岩場等生育地付近
の植生保護。

■選定理由　減少顕著，生育環境悪化，採取圧，局限・孤立，希少性。
■生態･形態　ブナ帯域の樹上または岩上に着生する常緑性シダ植物。茎は又状に分岐，伸長すると下垂し長さ30cmに達
する。葉は狭披針形，長さ1～2cm，幅は中央部で最大，幅1～2mm。胞子嚢は頂端部付近につくが穂状にならない。和名
は形態がスギの葉状であることに由来。
■分布　北海道，本州，四国，九州。
（県内）氷ノ山，佐治村，三朝町，船上山。
■保護上の留意点　厳重な採取防止。ブナ帯の自然林保護。




